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がんゲノム遺伝子パネル検査の申し込みから結果説明までの流れと所要日数についてご説明します。

患者様のがんセンターへの受診が必要な箇所は薄緑色にしています。

それ以外は、紹介医とがんセンターの間、がんセンター内での対応となります。

主治医からがんセンターへの紹介

紹介医より、がんセンターへ提供
・紹介状、必要項目の確認書類
・病理検体　　病理診断の確認とパネル検査ができる検体量・品質か確認します
　　　　　　　★病理セカンドオピニオン費用が発生します。
        　　　   （評価の可・不可、受診の有無にかかわらず発生します）

がんセンター受診

・ゲノム検査について医師・コーディネーターより詳細説明を行います。
　＊検体を提出してから、結果説明ができるまでに数週間を要すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（検査の種類によって異なります）
　＊現時点では、解析結果に基づいた治療方法の提案や新薬の臨床試験の紹介が
      できる可能性は10%前後であること。
　＊「臨床試験など」が見つかっても、2回目の受診以降は国立がん研究センター
　　　などの他施設への紹介となること。
　＊検査費用は保険が適応されるが、高額であること。
・ご理解いただいた上で希望される場合は、同意書にご署名いただきます。
・コーディネーターより、ご親族のがん既往歴などの確認を行います。
・病理セカンドオピニオンの費用をお支払いいただきます。
　（自費診療となり、10，000円＋消費税）
・がんゲノム遺伝子パネル検査費用①のお支払い（保険診療）

遺伝子パネル検査の情報登録

検査会社へ検体提出

遺伝子パネル検査の結果受領

治療方針を決定する専門家会議
・遺伝子パネル検査の結果を踏まえて「臨床試験など」があると提示されます。
＊患者様と紹介医に、遺伝子パネル検査および専門家会議の結果を提供します。

がんセンター受診
・遺伝子パネル検査の結果をご説明します。
・「臨床試験など」が提示された場合には、実施施設への紹介状を出します。
・遺伝子パネル検査の結果に基づく治療法がない場合は、今後の治療についての
　相談を行います。
・がんゲノム遺伝子パネル検査費用②のお支払い（費用は別紙参照）

・「臨床試験など」の実施施設へ受診
・紹介医へ結果の報告、治療・対応の継続

・必要時、遺伝カウンセリング外来へ紹介

がんゲノム遺伝子パネル検査をご検討されている患者様へ

がんセンターより、紹介医へ連絡
・病理検体が検査提出条件を満たす場合、来院予約をお知らせします
・病理検体が検査提出条件を満たさない場合、再提出などを検討いただきます。
　　　　更に時間を要することになります。

病理検体
受領・確認～
紹介医への
連絡まで

【約1～2週間】

結果受領～
専門家会議

まで
【約1～2週間】

同意取得～
検査結果受領

まで

【約4～5週間】

当院に来院し、ゲノム検査の同意をされてから

遺伝子パネル検査がスタートします。

当院へ組織標本を提出することの同意書に

ご署名をいただきますが、遺伝子パネル検査

のスタートではありません。

（費用は別紙参照）
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